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薩摩川内市立 藤本小学校 平成２４年６月２２日発行

標準学力検査（４月実施）結果から見た本校児童の学力
校長 大 保 勉

田植えが済み，今年の実りの願いが込められた藤本地区の田園風景となり，６月も終わり
が近くなりました。元気な１年生の大平夏生くんを迎えて始まった１学期も，あと１か月ほど
で終わりとなります。
この３か月間，子供たちは学年や個に応じた学習，また生活の仕方について学びを進め
てきました。その中で，子供たちの確かな成長を感じられることがいくつかありました。１つ
は，６年生の仙名直人くんが，薩摩川内市「歯の衛生週間」図画・ポスターコンクールで特
別賞の口腔保健協会長賞を受賞したことです。「大切な歯をとりもどせ」という言葉の入っ
た，見た人を引きつけるポスターを描いて，審査員に認められました。２つ目は，社会科見
学に出かけた４年生の大平夏楓さん，竹下怜さん，田中結世さんの３人が，バスの運転手さ
んに「よろしくお願いします。」「ありがとうございました。」と，当たり前のように言えていたこと
です。頭では分かっていても，できないことがよくありますが，自然に言える子供たちに職員
みんなで喜びを感じています。
さて，４月に実施しました全国標準学力検査の結果が届き，学校では結果分析を行い，
本年度の授業や既習学習の補充指導に生かしています。この検査の対象学年は２年生か
ら６年生で，前学年までの学習の定着状況を把握するものです。本校では８名の子供につ
いて実施しました。結果の公表については，本校は極少人数の学校ですので，個人の特
定につながらないように配慮して，一般的な平均値での公表は差し控えます。
そこで，知能検査結果から推定される「学力の期待値」と「実際の学力検査値」との関係
を紹介します。下の表のとおり，期待値と検査結果との関係は，３つの分類に分けて見ま
す。本校の８名の児童の平均値は｢－０．６｣で，バランスドアチー

バーの分類になり，全体的にはおお
知能から推定される｢学力の期待値｣ 本校児童 むね期待どおりの学力を身に着けて
と｢実際の学力検査値｣の相関分類 人 数 いるということが分かります。
オーバーアチーバー しかし，１人１人の個別に見ると「＋
(実際値が期待値より＋８以上)

０人
４」～｢－８｣の範囲にあり，個人差が大

バランスドアチーバー きいということ，またオーバーアチーバ
(実際値が期待値と－７～＋７以内)

７人
ーが「０人」であることから，本校の児

アンダーアチーバー 童は「自分の持っている力を出し切っ
(実際値が期待値より－８以下)

１人
ていない。まだ
から，本校の児童は「自分の持
っている力を出し切っていない。

６月１日(金)に行わ
れた第７回薩摩川内

市小学校綱引大会に本校の児童全員が参加しました。自分たち
のもっている力を精いっぱい出してがんばりました。

６月８日(金)にプール開きを行いした。準備運動の
後，一人一人今年の目標を発表して水泳学習が始まりました。校内水泳大会7.6と小学校水泳記録
会7.25に向けて，体育の授業と放課後の練習に取り組んでいきます。

６月１２日(火)に福田薬局
の薬剤師福田克朗さんをお

よびして薬物乱用防止教室を行いました。保護者の方々も一緒に授業
を受けてもらいました。たばこやアルコール，薬物等の害について写真
や実験を通して，くわしく話をしていただきました。

７月行事予定※行事が変更になる場合がございます８月行事予定
日 曜 行 事 日 曜 行 事
2 月 漢字力・計算力向上週間～6日 １ 水 出校日
4 水 移動図書館 19 日 ＰＴＡ愛校作業 空き瓶回収
6 金 校内水泳大会 救命救急法講習会 航空写真撮影 学習農園草取り
10 火 夏を楽しむ会 ＰＴＡ役員会 校区内危険箇所点検
民生委員による学校訪問 21 火 出校日

13 金 安全点検 28 火 ＰＴＡ役員会

16 月 ●海の日 ９月行事予定
20 金 終業式 大掃除 3 月 始業式 発育計測 視力検査
親子読書の日～22日 いじめ問題を考える週間～ 7日

21 土 育成会キャンプ～22日 5 水 学級ＰＴＡ 移動図書館
25 水 小学校水泳記録会 第２回ＰＴＡ理事会
27 金 樋脇人権同和教育研修会 14 金 安全点検
★ 校内水泳大会 13:45～14:25 17 月 ●敬老の日
救命救急法講習会 14:30～16:00 18 火 肺がん検診 9:30～10:30(校区民受診)
水泳大会と救命救急法を実施します。時刻 21 金 運動会会場準備
は，いつもの5校時より早く始まります。 22 土 ●秋分の日
校区民の皆様も都合がつれましたら水泳 23 日 秋季大運動会
大会の応援と救命救急法に御参加ください。 24 月 振替休日

まだ伸びる力を持っている。」ということが言えそうです。子供たちが本来持っている力を最
大限引き出し，さらに，伸ばしてあげることが学校（教師）の責任だと思います。個に応じた
指導と授業での指導法改善，また特色ある教育活動を通じて，この責任を果たしたいと思
います。その結果として，アンダーアチーバーは「０人」となり，オーバーアチーバーが１人
でも多くなってほしいと思います。
家庭では子供への励ましや家庭学習の見届け，地域では育成会をはじめとする地域行
事等で御協力をお願いします。学校・家庭・地域の連携で，藤本小の子供たちを伸ばして
あげましょう。


